
菅
原
道
真
研
究―『菅

家
後
集
』

全
注
釈

（十
九
）
―

焼

山

廣

志

今

回
は
、

前
稿

（、
）に
引
き

続

い

て
五
言
排
律

「
484

叙
意

一
百
韻

」

の

五
回

目

の
注

釈
を

試

み
る
。

対
象

と
す

る

の
は
百

二
十

一
句

か

ら
百

五
十

句

ま

で

で
あ

る
。

注
釈

を
進

め

る
上

で

の

「
凡

例
」

は
前

稿
（2
）
の
そ
れ

に

倣

う
。

以

下
、
作

品

の
注
釈

は
便

宜
上

、
十
句

ず

つ
に
分

け

て
行

っ
て

い

き

た

い
。

二

捌

叙
意

一
百
韻

（13
段
）
～
皿
句
か
ら
㎜
句
～

國
國
圏

国
凹
閤

皿

厭
離
今
罪
網

●
○
○
●
●

ド

魏

恭
敬
古
真
笙

○
●
●
○
◎

鵬

絞
潔
空
観
月

●
●
○
○
●

以

開
敷
妙
法
蓮

○
○
●
●
◎

ド

鵬

誓
弘
無
読
語

●
○
○
●
●

ド

鵬

福
厚
不
唐
掲

●
●
●
○
◎

ド

枷

熱
悩
煩
纏
滅

●
●
○
○
●

鵬

涼
気
序
岡
葱

●
●
●
○
◎

鵬

灰
飛
推
律
候

○
○
○
●
●

㎜

斗
建
指
星
鵬

●
●
●
○
◎

*
脚
韻
は

下
平
声

「先
」
韻

。
韻

字
は

「笙
、
蓮

、
掲
、
葱
」

で
あ

る
。

團
○

古

…
昔

（大

島
）

（松
平

）

（彰

考
）

（尊

一
）

（尊

二
）

（尊

四
）

（太

一
）

（太

二
）

（刊

本

）
全

本

▼
頭
注

「
昔

作
古

」

…

（大
島

）

○

証

…
誰

（尊

一
）

誰

（尊

二
）

傍
注

「推

イ

」

○

厚

…
亭

（尊

四
）
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享

（刊
本
）
全
本

○
熱
…
焚

（尊
二
）
（尊
四
）

團お
ん

り

皿

厭
離
す
今
の
罪
網

く
ぎ
ょ
う

し
ん
せ
ん

魏

恭
敬
す
古
の
真
笙

こ
う
け
つ

鵬

絞
潔
た
り
空
観
の
月

か
い

ふ

以

開
敷
す
妙
法
の
蓮

せ
い

ぐ

き
ょ
う
ご

鵬

誓
弘
し
て
読
語
無
く

と
う
え
ん

鵬

福
厚
く
し
て
唐
指
せ
ず

わ
ず
か

伽

熱
悩

の
煩
い
綾
に
滅
し

あ
や
ま

な

囲

涼
気

の
序
慰
つ
こ
と
岡
し

㎜

灰
飛
び
て
律
候
を
推
す

せ
い
て
ん

㎜

斗
建

し
て
星
纏
を
指
す

国
皿

（私
は
）
今
の
こ
の
世
の
罪
業
と
欲
望
と
を
厭
い
嫌

っ
て
、
そ
れ
ら

か
ら
遠
く
離
れ
る
こ
と
と
し

囲

古
え

の
真
の
悟
り
を
、
謹
ん
で
敬
う
こ
と
に
し
よ
う
。

塒

（空
を
仰
げ
ば
）
一
切
の
も
の
は
す
べ
て
空
で
あ
る
と
い
う
真
理
の
月

が
白
く
繊
れ
な
く
輝
き

囲

（地
に
は
）
仏
法
の
妙
法

（絶
対
の
真
理
）
を
あ
ら
わ
す
と
い
う
蓮

の
花
が
あ
ま
ね
く
開
い
て
い
る
の
が
見
え
る
。

鵬

仏
や
菩
薩
が

一
切
衆
生
を
救
わ
ん
と
す
る
広
大
な
誓
願
に
う
そ
偽
り

が
あ
る
は
ず
が
な
く
、

鵬

そ
れ
に
よ

っ
て
救
わ
れ
る
幸
せ
は
十
分
に
厚
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
誓
願
が
作
り
話
と
し
て
空
し
く
捨
て
去
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
決

し
て
な
い
だ
ろ
う
。

卿

（そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
）も
だ
え
苦
し
ん
だ
夏
の
猛
暑
も
少
し

は
和
ら
ぎ
、

協

そ
ろ
そ
ろ
涼
し
い
気
配
が
順
序
ど
お
り
に
訪
れ
る
は
ず
で
、
間
も
な

く
秋
が
到
来
し
よ
う
。

㎜

（古
代
に
お
い
て
は
）
灰
を
吹

い
て
、
そ
の
灰
の
飛
び
散
り
具
合
で

気
候
を
推
し
は
か
り
、

㎜

北
斗
七
星
の
柄
の
指
し
示
す
と
こ
ろ
に
よ

っ
て
、
天
の
運
行
や
季
節

の
変
化
を
知

っ
た
。

國
皿
○
厭
離
…
娑
婆
の
苦
痛
を

い
と
い
嫌
っ
て
世
間
を
離
れ
る
。
世
を
捨
て

る
。
い
と
い
、
捨
て
去
る
こ
と
。

『漢
語
大
詞
典
』
で
は

「厭
悪
離
棄
」
と
説
明
す
る
。
蘇
賦

の

「書
黄
魯
直
李
氏
傳
後
」
の

「無
所
厭
離
、
何
従
出
世
、

無
所
欣
慕
、
何
従
入
道
」
の
用
例
を
引
く
。

○
罪
網
…
川
口
久
雄
氏
は
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
本
で
は
、
「罪
業

欲
望
の
果
て
し
な
く
深
い
こ
と
」
と

の
説
明
が
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
「網
に
か
か
っ
た
よ
う
に
罪
深
い
世
界
に
が
ん
じ
が
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ら
め

に
捕

ら
え

ら
れ

て
い
る
さ
ま

」

と
解

釈

し
た

。

く

ぎ

ょ

 つ

慨
○
恭

敬

…
う

や
う

や
し
く
慎

む

。
敬

い
、

つ

つ
し
む

。
仰

ぎ

み

る
。

『詩
経

』

の

「
小

雅
、
小
弁

」
に

「
維

桑
與

梓
、
必
恭

敬

止
」

の
句

が
見
え

る
。

『漢

語
大

詞
典
』

で
は

「①

対

レ
人

謙
恭

有

レ
礼

貌
」
と
説

明

し
、

『孟

子
』

「
告

子
上

」

の

「
恭

敬

之

心

、
人

皆
有

レ
之

」

お

よ
び

『史

記
』

「
陳

丞

相

世
家

]

の

「
項

王

為

人
、

恭

敬

愛

レ
人

、
士

之
廉

節
好

レ
禮

者
多

帰

レ
之

」

の
用

例
を
引

く

。

○

真
笙

…
真

の
悟

り
。

真

詮

に
同
じ

。
真

実

の
理
法

（も

の
ご

と

の
道

理
）

を
表

す

文

句
を

い
う

。

こ
う
け
つ

鵬
○

咬
潔

…
白

く

い
さ
ぎ

よ

い
。
白

く
稼

れ
な

く
清

ら

か
な

こ
と

。

王
維

の

「
早
朝

詩

」

に

「
絞
潔

明

星
高

、
蒼

荘

遠
天

曙
」

の

句

が
見

え

る
。

『漢
語
大

詞
典
』
で
は

「
①
明

亮
間
白

」
と

説
明

し
、
『文

選
』

が
ん
そ

 

班
捷
好

「怨
歌
行
」
の

「新
裂
二
齊
紋
素
一、
咬
潔
如
二
霜
雪

一、

裁
為
二
合
歓
扇
一、
團
團
似
二
明
月
一」
の
用
例
を
引
く
。
同
じ

く
、
『文
選
』
飽
明
遠
の

「學
公
幹
髄
」
に

「鑑
陽
桃
李
節
、

劇
瀾
不
成
好
」
の
句
が
見
え
る
。
『白
氏
文
集
』
「
珊

亭
西

將
下
伊
渠
水
中
置
石
。
激
流
溝
渓
成
韻
。
頗
有
幽
趣
。
以
詩

ざ
ん

 

記
之
」
に
は
、
「嵌
峻
嵩
石
哨
、
咬
潔
伊
流
清
」
の
句
が
見

え

る
。

『紀

長
谷

雄
集
』

「
56

ー
（
3
）
青

女

可
霜
賦

」

に
は

、

「
寒
月

暁
残

、
期

較
潔

於
花

表

之
頂

」

の
句

が
見
え

る
。

く
う
が
ん

○
空
観
…

『岩
波
仏
教
辞
典
』
に
は

『三
観
』

の
項
に

「天
台
止
観
の

よ

 つ

ら

く

基
本
と
な
る
観
法
で
、
理
略
本
業
経

の
語
に
基
づ
い
た
従
仮

入
空
観

・
従
空
入
仮
観

・
中
道
正
観
を
い
う
。
常
識
的
思
慮

分
別
に
よ
り
真
実
と
さ
れ
る
も
の
は
仏
教
の
真
実
か
ら
す
る

か
り

と
仮

の
も

の
で
あ

る
と

い
う

観

点

か
ら

、

か
ら

空

に
入

る
、

す
な
わ
ち
す
べ
て
の
存
在
は
空
で
あ
る
と
す
る
空
観
、
本
質

的
に
は
実
体
の
な
い
空
で
あ
る
が
、
縁
起
に
よ
っ
て
存
在
し

て
い
る
現
実
に
眼
を
向
け
る
仮
観
、
空
観
と
仮
観
を
止
揚
し

く
げ
ち
ゅ
う

て
不

二
と

す

る
中
観

を

い

っ
た

も

の

で
、

空
仮

中

三
観

と

い

う
」

（
=
=

一
頁

）
と

説
明

す

る
。

〈
傍
線

筆
・者
〉

『漢
語
大
詞
典
』
で
は

[仏
教
語
]
「対
二
空
諦

一的
観
想
、

以
レ
体
認
レ
元
レ
祖
為
レ
宗
。
亦
指
二
天
台
宗
所
レ
立

一心
三
観

（空
観

.
假
観
、
中
観
）
之

二

」
と
説
明
し
、
謝
霊
運
の

「
石
壁
立
招
提
精
舎
詩
」
に
あ
る

「禅
室
栖
空
観
、
講
宇
析

妙
理
」
の
句
を
引
く
。

『菅
家
後
集
』
「鵬

晩
望
二
東
山
遠
寺

一」
に

「未
得
香
花

親
供
養
/
偏
将
水
月
苦
空
観
」
の
句
が
見
え
る
。
こ
こ
の

「空
観
」
は

「
こ
の
世
の
も
の
は
す
べ
て
空
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
観
じ
る
」
の
意
味
で
使

っ
て
い
る
語
。

▼
空
観
月
…
こ
こ
で
は
現
実
の
太
宰

の
地
の

「空
に
掛
か
っ
た
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月
を

見

る
」
と

「
空
観
と

い
う
真

理

」
と

い
う

意

味
と

を
か

け

て

い
る
。

か
い

ふ

以
○
開
敷
…
花
が
開
く
こ
と
。

『漢
語
大
詞
典
』
で
は

「
（花
雑
）
開
放
、
繁
栄
」
と
説
明
す

る
。

○
妙
法
…
深
遠
微
妙
な
こ
と
わ
り
。
理
法
。
こ
よ
な
き
真
理
。

妙
な
る
法
。
義
理
の
深
遠
な
仏
法
。
と
く
に
「妙
法
蓮
華
経
」

を
い
う
。

『法
華
経
』
の

「方
便
品
」
に

「如
レ
是
妙
法
、
云
々
、
如
二

優
曇
鉢
華
時

一
現
一耳
」
の

一
文
が
見
え
る
。

『漢
語
大
詞
典
』
で
は

「①
仏
教
語
。
指
二
義
理
深
奥
的
仏
法

一」

と
説
明
す
る
。

『菅
家
文
草
』
「鵬

八
月
十
五
日
夜
思
レ
薔
有
レ
感
」
に

「茗

葉
香
湯
免
飲
酒
、
蓮
草
妙
法
換
吟
詩
」
の
句
が
、
又
、
『菅

家
文
草
』
「
鵬

八
月
十
五
日
夜
、
思
レ
薔
有
レ
感
」
に
も

「茗
葉
香
湯
免
飲
酒
、
蓮
花
妙
法
換
吟
詩
」
の
句
が
見
え
る

が
、
こ
こ
で
の

「妙
法
」
は
い
ず
れ
も

「妙
法
蓮
華
経
」
11

「法
華
経
」
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。

○
蓮

…
仏
教
に
お
い
て
は
、
蓮
華
は
泥
中
に
生
じ
て
も
そ
れ
自
体
は

泥
に
汚
さ
れ
ず
清
浄
で
あ
る
た
め
、
煩
悩
か
ら
解
脱
し
て
浬

葉
の
清
浄
の
境
地
を
目
指
す
教
え
の
趣
旨
に
合
致
し
て
、
大

乗
仏
典
の
各
経
典
で
、
浄
土

・
理
想
の
仏
国
の
情
景
を
叙
述

す
る
場
合
の
必
須
の
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

（中
村
元

『岩
波
仏
教
語
辞
典
』
岩
波
書
店
）

ぐ

せ
い

鵬
○
誓
弘
-

「弘
響
」
と
し
て
、
中
村
元
著
の

『仏
教
語
大
辞
典
』
に
は
、

コ

切
衆
生
を
救
お
う
と
す
る
菩
薩

の
誓
い
。
仏
と
な
る
以

前
、
修
行
し
て
い
る
時
期
に
発
願
し
た
誓

い
。
広
大
な
誓

い
」
と
の
説
明
が
あ
る
。

こ
こ
で
道
真
が

「誓
弘
」
と
し
て
い
る
の
は
平
灰
を
整
え
る

た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

き
ょ
う
ご

○
証
語
…
欺
言
。
で
た
ら
め
な
話
。

『漢
語
大
詞
典
』
で
は

「①
説
読
話
」
と
説
明
し
、
『参
同

契
』
「巻
下
」
の

「惟
斯
之
妙
術
分
、
審
諦
不
二
読
語

」

の

用
例
を
引
く
。

白
居
易
の

「與
濟
法
師
書
」
に

「如
来
是
真
語
実
語
、
不
二

証
語

一不
二
異
語
一者
」
の
用
例
が
見
え
る
。

と
う
え
ん

鵬
○
唐

据

…
む

な
し

く
捨

て

る
こ
と

。

『法

華

経
』

「
普

門
品

」

に

「
福

不

二
唐

掴

一
」

の
用
例

が
、

ま

た

『玄

磨
昔

義
』

に

「
唐

、

徒
也

。
徒

、
空

也

。
掲

、
棄

也
」

の
用
例

が
見
え

る
。

『漢

語
大

詞
典

』

で
は

「
落

空

、
虚

耗

、
虚
郷

」

と
説

明
す

る
。『法

華
経
』

「観

世

音

菩
薩

普

門

品
」

の

「
若
有

二
衆

生

一
、
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恭
敬
二
礼
拝
観
世
音
菩
薩
一、
福
不
二
唐
椙
…一」
の
用
例
を
引
く
。

『菅
家
文
草
』
「蹴

国
分
蓮
池
詩

七
言
二
十
四
韻
」
に

「未
昔
離
心
於
魏
閾
、
如
今
享
福
不
唐
掲
」
の
句
が
見
え
る
。

こ
こ
で
は

「唐
揖
」
を

「無
駄
に
棄
て
る
」
の
意
味
で
使

っ

て
い
る
。

卿
○
熱

悩

（呉
音

で
ネ

ツ
ノ
ウ
、
漢

音

で
ゼ

ツ

ノ
ウ
）

…
心
作

用

の

一
つ

と
す

る
。

こ

こ
で
は

、
「
猛
暑

に
悩

ま

さ
れ

る
」

の
意

味

と
、

両
方

か
け

て

い
る
。

『白

氏

文
集

』

「
翻

夏

日
與

閑

禅

師

林

下

避

暑
」

に

「釧
捌

悩

漸
知

随

念
蓋

、
清
涼
常
願
與

人
同
」

の
句

が
、
又
、

「
㎜

贈

章
庭
士

、
六
年

夏

大

熱
旱
」

に

「
少

壮

猶

困
苦

、
況

予

病

身
老

、
脱
無

白
梅

檀

、
何
以

除
熱

悩
」

の
句

が

見
え

る
。

鵬
○

凍
気

…
す
ず

し

い
気

。
涼

し

さ
。
ま

た
、
秋

の
気

。
げ
つ
り
ょ
う

『芸
文

類

聚
』

（巻

三
）
、

『礼

記
』

巻

五
、

「
月
令

第

六
」

に

 

か
ん
ぜ
ん

「
礼

記
日

、
孟
秋

之

月
、
涼

風
至

、
白

露
降

、
寒

蝉
鳴

、

鷹

す
な
わ
チ

乃

祭

レ
鳥

」

の

一
文
が

見
え

、

こ
れ

を

踏
ま

え

て
、

時

節

が

「
孟
秋

」

（
=
七

月

）
に
移

っ
た

こ
と

を

こ

こ

で
は

言

つ

て

い
る
。

『漢

語

大

詞

典
』

で
は

「
亦

作

"涼

気

"
、

寒

気
。

清

涼

之

気
」
と

説
明

し
、

『文
選
』
曹

子
建

の

「
贈

丁
儀

詩

」
の

「
初

秋
涼
気

発
、
庭
樹
微
錆

落
」
お
よ
び

孟
浩
然

の

「夏

日
浮

レ

舟
過
二
陳
大
水
亭
一詩
」
の

「水
亭
劉

多
、
間
樟
晩
來
過
」

の
用
例
を
引
く
。
又
、
『文
選
』
玩
嗣
宗
の

「詠
懐
十
七
首
」

に
、
「開
花
兆
涼
氣
、
蠕
蝉
鳴
鉢
帷
」
の
句
が
見
え
る
。

鵬
○
灰

:
「葭
灰
」
の
こ
と
。
あ
し
の
幹
の
中
に
薄
い
ま
く
を
や
い
て

作

っ
た
灰
。
こ
の
灰
を
楽
器
の
律
管

の
中
に
置
い
て
気
候
を

占
う
。
冬
至
節
に
律
が
黄
鐘
の
管
に
中
た
れ
ば
黄
鐘
管
の
葭

灰
が
飛
動
す
る
の
類
。
『漢
書
』
「
天
文
志
」
に

「候
氣
之
法
、

竹
爲
管
、
葭
草
爲
灰
」
の

一
文
が
あ

る
。
曽
偉
の

「王
燭
賦
」

に

「斗
柄
潜
移
、
葭
灰
稽
暢
」
の
句
も
見
え
る
。

○
律
候
…
時
候
の
移
り
変
わ
り
の
規
則
。
ほ
ど
あ
い
。
「律
」
は

「笛

の
音
で
定
め
た
音
階
。
陰
陽
に
二
大
別
し
、
更
に
各
々
六
分

し
て
合
わ
せ
て
十
二
律
と
す
る
。
之
を

一
年
十
二
箇
月
に
配

し
て
時
候
の
変
化
を
察
す
る
」
の
意

で
あ
る
。

『白
氏
文
集
』
「秋
罧
即
事
聯
句
三
十
韻
」
に

「律
候
今
秋
 
、

歓
娯
久
暖
焉
」
の
句
が
見
え
る
。

㎜
○
斗

建

…
斗

柄
が

左
旋

し

て
指

す
辰

を

い
う

。
斗
柄

の
指

す

十

二
辰
を

十

二

か

月

に

配

す

る

の
を

「
月

建
」

と

い

い
、
大

の
月

を

「大

建

」
、

小

の
月
を

「
小
建

」
と

い
う

。
ま

た

、
夏

暦

で
、

「
正

月
」

は

寅

を
指

す

か

ら

「
建

寅

の
月
」
、

二
月

は
卯

を

指

す
か

ら

「
建

卯

の
月
」

と
す

る
。

↓
隔
幽
図

①

一62一



○
星

纏

…
星

の
宿
り

、
星

度

『漢

語

大

詞

典
』

に

は
、
「
日
、

月
、

星

辰

運
行

的

度

次

」

と

説

明

す

る
。

太

陽

や

月

・
星

の
天

の
運

行

の
仕

方

（程

度
）

の
こ
と

で
あ

る
。

『
田
氏

家

集
』

の

「
9

1
（4

）
九

月

上

山
行

」

に

「
莫

遊

玄
珠
逢

象
岡

、

囮
分
黄
蕊

見

星
腱

」

の
句

が
見
え

る
。

閣
團
囲

①

▼
㎜
句
目

「斗
建
指
星
膿
」
の

「斗
建
」
に
つ
い
て

松
浦
友
久
編
の

『漢
詩
の
事
典
』
の

「北
斗
」
の
項
に
つ
ぎ
の
よ
う
な

説
明
が
あ
る
。

「
「北
斗
」
は
時
間
の
経
過
に
つ
れ
て
、
長
い
柄
を
振
り
な
が
ら
北
極
星

の
周
り
を
反
時
計
回
り
に
回
転
す
る
。
そ
こ
で
、
「北
斗
」
に
は
、
時
間

の
推
移
を
寓
意
す
る
こ
と
が
あ
る
。
「北
斗
」
が
正
座
の
代
表
と
な

っ
た

の
は
、
そ

の
円
周
運
動
の
中
心
に
北
極
星
を
戴
く
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

「北
極
星
」
は
天
の
中
央
に
位
置
し
て
、
そ
の
周
囲
に
星
星
を
回
ら
せ
て

い
る
。
そ
れ
は
権
威
の
象
徴
で
あ
り
、
ま
た
地
上
の
権
威
で
あ
る
天
子
と

朝
廷
の
讐
喩
で
あ
っ
た
」。

園
幽
図

②

▼
鵬
句

・
以
句

「
咬

潔
空

観

月

、
開

敷
妙

法

蓮

」

の

「
月
」

「
蓮

」

に

つ

い
て

こ
の
二
語
に
つ
い
て
は
、
語
釈
の
頁
で
言
及
し
た
と
こ
ろ
だ
が
、
川
口

久
雄
氏
は
岩
波
古
典
大
系
本
の
頭
注
と
補
注
で
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て

い
る
。

「
月

」

は
真

理

の
象

徴

。
較

潔

は

、
さ

や
か

に

い
さ
ぎ

よ

い
月

光

の
形

容
。

「
蓮
」

華

に

は

「
出
水

」

と

「
間
敷

」

の
二
義

が

あ

り

、
泥

水

を

超

出

し
、
次

に
真

理

の
教
え

を

開
き

示
す

、
と

い
う

。

（
四
九

三

頁
及

び

七

三

二
頁

）

い
ず
れ
も

『法
華
経
』
の
教
義
に
仮
託
す
る
事
象
と
し
て
こ
の
二
句
で

使
わ
れ
て
い
る
語
で
あ
る
の
は
先
学
の
指
摘
の
通
り
で
あ
る
。

一
方
で
、
筆
者
は
こ
の
二
語
が

「実
景
」、
つ
ま
り

「今
、
目
の
あ
た

り
に
し
て
い
る
風
物
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
触
発
さ
れ
た
心
情
と
考
え
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
れ
に
は
、
こ
の

「鰯

叙
意

一
百
韻
」
が

詠
作
さ
れ
た
時
と
も
関
わ
り
が
あ
る
。
騰
句
に

「九
見
桂
華
圓
」
の
句
が

あ
る
が
、
筆
者
は
こ
の
句
か
ら
陰
暦
九
月
に
詠
作
さ
れ
た
と
見
る
。
（三

章
の
團
日
困
圃
参
照
）
こ
の
詩
が
ほ
ぼ
時
系
列
に
、
左
遷
の
命
が
下
っ
て

か
ら
京
を
放
逐
さ
れ
る
時
よ
り
、
仲
秋
を
迎
え

つ
つ
あ
る
今
ま
で
の
九
ヶ

月
の
心
情
を
記
し
て
い
る
内
容
と
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の

「
月
」
「蓮
」

の
二
語
の
使
わ
れ
て
い
る
鵬
句
、
以
句
は
、
実
際
に

「蓮
」
の
開
花
を
迎

え
る
陰
暦
七
月
頃
の
夏
の
風
物
を
詠
ん
で
い
る
も

の
で
、

一
方
で
、
夏
の

終
わ
り
か
ら
初
秋
の
空
気
が
秋
の
気
配
を
心
な
し
か
漂
わ
せ
始
め
た
頃
の
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「
月

」
を
詠

ん
で

い
る
も

の
と
考

え
ら

れ
な

い
だ

ろ
う

か
。

少
な

く
と

も

筆
者

に
は

、
太
宰

の
諦

居

近
く

に
、
蓮

の
花

の
開

花
を

見
た

と
す

る
機

会

が
あ

り
、

そ
れ

に
よ

り
、
時

節

の
推
移
を

体
感

し

た
も

の
と

考
え

た

い
。

三

 

鰯

叙
意

一
百

韻

（
14
段

）
～

皿
句

か
ら
蜘
句

～

開
闘
囹

團
闘
閤

ド
 

ト
 

搬

世
路
間
彌
険

●
●
○
○
●

麗

家
書
絶
不
傳

○
○
●
●
◎

鵬

帯
寛
泣
粟
殿

●
○
●
●
●

ド

…脱

鏡

昭
…嘆
+化
四顛

●

●
○
○

◎

ホ

ネ

鵬

旅
馴
排
雲
囮

●
●
○
○
●

ド

燭

寒
吟
抱
撲
蝉

○
○
●
●
◎

ド

窟

一
逢
蘭
氣
敗

●
○
○
●
●

ド

麗

九
見
桂
華
圓

○
●
●
○
◎

ド

㎜

掃
室
安
懸
磐

●
●
○
○
●

ド

即

肩
門
獺
脱
鍵

○
○
●
●
◎

*
脚
韻

は
下
平
声

「先

」
韻
、
韻
字
は

「
纏
、
傳
、
顛
、
蝉
」

で
あ
る
。

国
○
間
…
開

（彰
考
）

聞

（尊

一
）

▼
間

鎌
倉
本
作
聞

（刊
本
）
全
本

○
険
…
駐

（大
島
）
（尊
二
）
（尊
四
）
（太

一
）

（太
二
）
（刊
本
）
全
本

▼
頭
注

「彌
駐
作
彌
険
」
（大
島
）

○
花
…
華

（大
島
）
（松
平
）
（尊
二
）
（尊
四
）
（太

一
）
（太
二
）
（刊
本
）

全
本

○
顛
…
顛

（尊
四
）
（太

一
）
（太
二
）

顛

（刊
本
）
全
本

▼
頭
注

「華
顛
作
花
贔
」
（大
島
）

○
思
…
惟

（静
嘉
）

▼
頭
注

「思
作
惟
」
（大
島
）

○
雁
…
膓

（彰
考
）

○
撲
…
撲

（静
嘉
）

▼
頭
注

「撲
作
撲
」
（大
島
）

○
敗
…
敗

鎌
倉
本
作
散

（刊
本
）
全
本

○
華
…
花

（静
嘉
）

○
掃
…
蹄

（大
島
）
（松
平
）
（尊

一
）
（尊
二
）
（太

一
）
（太
二
）
（刊
本
）

全
本

▼
頭
注

「蹄
作
掃
」
（大
島
）

○
獺
…
獺

（刊
本
）
全
本
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團
へ
だ

い
よ
い
よ
け
わ

瑚

世
路
間
た
り
て
彌
険
し

慨

家
書
絶
え
て
傳
は
ら
ず

ゆ
る

こ
わ

鵬

帯
寛
び
て
紫
の
殿
る
る
に
泣
く

か

て
ん

悩

鏡
照
し
て
花
贔
を
嘆
く

燭

旅
の
思
ひ
は
雲
を
排
す
る
雁

こ
は
だ

燭

寒
吟
は
僕
を
抱
く
蝉

窟

一
た
び
蘭
氣
の
敗
る
に
逢
ひ

鵬

九
た
び
桂
華
の
圓
な
る
を
見
る

塒

室
を
掃
ひ
て
懸
馨
に
安
ん
ず

蜘

門
を
肩
し
て
脱
鍵
に
瀬
し

国
皿

〈今

の
私
は
〉
都
か
ら
引
き
離
さ
れ
て
、
ま
す
ま
す

（時
節
の
み
な

ら
ず
）
時
勢
と
の
隔
た
り
も
深
く
な
り
困
窮
し
て
い
る
。

慨

京
の
家
族
か
ら
の
手
紙
も
途
絶
え
て
、
家
族
の
様
子
も
分
か
ら
な
い
。

鵬

私
の
体
は
痩
せ
て
帯
が
ゆ
る
く
な
り
、
紫
の
官
服
も
色
あ
せ
て
、
そ

れ
を
見

て
は
涙
が
こ
ぼ
れ
る
。

悩

鏡
を
照
ら
し
て
、
そ
こ
に
映
っ
た
白
髪
頭
を
見
て
は
嘆
き
悲
し
む
。

鵬

こ
の
太
宰
府
で

一
人
も
の
思
い
に
ふ
け
る
様
は

（あ
た
か
も
）
た

っ

た

一
羽
で
雲
を
押
し
分
け
飛
ん
で
ゆ
く
雁
の
よ
う
に
切
な
く
わ
び
し
い

も
の
だ
。

燭

私
の
泣
く
声
は
、
秋
風
に
吹
か
れ
て
木
肌
に
し
が
み
つ
い
て
寂
し
い

声
で
鳴
い
て
い
る
、
っ
く
つ
く
法
師
の
よ
う
だ
。

聯

蘭

（藤
袴
）
の
花
が
萎
み
お
ち
て
芳
し
い
香
り
が
な
く
な
る
の
を

（都
を
去
り
太
宰
府
の
地
に
赴
い
て
）
初
め
て
目
の
当
た
り
に
し

麗

月
が
満
ち
る
の
を
九
度
見
た
。
（外
界
は
今
、
九
月
を
迎
え
た
の
で

あ
る
）
。

㎜

何
も
な
い
が
ら
ん
と
し
た
部
屋
に
い
て
貧
し
さ
に
も
慣
れ

蜘

門
は
閉
ざ
し
た
ま
ま
鍵
を
は
ず
す
の
も
億
劫
だ
。

国
鼠
○

世
路

…

世

の
中
、
処

世

の
道

、
世

渡
り

、

世
途

。

▼

「
世

路
難

」
…

世
路

が
困

難

で
、

意

の
ご
と

く
な

ら

ぬ

の
を

か

こ

つ
語

。

『漢

語
大

詞
典
』

に
は

、
「
人

世

間
的
道

路

、
指
下
人
椚

一
生

処

二
世
行
事

一
的
歴

程
上
」
と

説
明

す

る
。
『
文
選
』
成
公

子
安

の

「
囎
賦

」

に

「
狭

世
路

之

随
僻

、
仰

天
衛

而
高

躇

」

の
句

が
見

え

る
。

『白

氏

文
集

』

「
㎜

初

入
太
行

路

詩
」

に

「
若

此
鋼

難
、
猶
自
平
於
掌
」
の
句

が
、
又
、
「
㎜

讃
史
五

首
」
に
、
「山
林
少
覇
鞍
、
倒
闘
多
銀
阻
」
の
句
が
、
「
㎜

贈
杓
直
」
に

「世
路
重
緑
位
、
棲
棲
者
孔
宣
」
の
句
が
見
え

る
。『菅

家
文
草
』
「
四

夏
日
四
絶
ー
苦
熱
」
に

「未
出
炎
蒸

天
地
鐘
、
況
行
幽

甚
崎
嘔
」
の
句
が
、
「㎜

三
年
歳
暮
、

欲

二
更

蹄

一
レ
州

、
珈

述

レ
所

レ
懐

、
寄

二
尚

書

平

右

丞

」

に
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「世
路
難
於
行
海
路
、
飛
帆
山豆
敢
得
明
春
」
の
句
が
見
え
る
。

又
、
「醜

早
秋
夜
詠
」
に

「家
書
久
レ
絶
吟
レ
詩
咽
、
翻

多

レ
疑
託

レ
夢
占

」

の
句

が
、
ま

た

「
鋤

白

毛
歎

」

に

「
陶

是
行
行

世
路

難
」

の
句

が
見
え

る
。

こ

の
よ

う

に
道
真

の
詩

で
は
、

「
世
路

」

は

「
世
路
難

」
と

し

て
、

「
世

の
中
を

生
き

て
行
く

上

で
、
困

難

で
意

の
ま

ま

に
な

ら
な

い
こ
と
」

を

い

う

意

で
使
わ

れ

て

い
る
。

○
問

…
あ

い
だ

。

へ
だ

て
る
。

隔

て
る
。
遠

ざ

け

る
。
離

す
。

尊

経
閣

所
蔵

本

で
は

「
聞
」
と

す

る
。

○
険

…

け
わ

し

い
所

。
刊

本
等

に
あ

る

「
陸

」

は

「
狭

い
、
険

し

い

所

」

の
意

で
あ

る
。

▼
駐

路

…
物
事
を

な

す

の
に
妨
げ

と
な

る
も

の
。
難
点

、

障
害

。

慨
○

家
書

…

郷
家
か

ら

の
音

信

、
家
信

、
家

問
。

『漢

語
大

詞
典

』

に
は

、

「
家

人

来

往

的

書

信
」

と

説

明

す

る
。
杜

甫

「
春

望

」

に

「
家
書
抵

二
萬
金

一
」

の
句

が
見
え

る
。

『白
氏
文
集
』
「蜘

西
縷
」
に

「郷
國
此
時
阻
、
響

何

庭
傳
」
の
句
が
見
え
る
。

『菅
家
文
草
』
の

「
凹

早
秋
夜
詠
」
に

「劉
習
久
絶
吟
詩

咽
、
世
路
多
疑
託
夢
占
」
の
句
が
、
「
㎜

思
二
家
竹

一」
に

「綾
凋
客
夢
遊
魂
見
、
適
問
家
書
使
口
聞
」
の
句
が
、
ま
た

『菅
家
後
集
』
「鰯

実
二奥
州
藤
使
君

一」
に

「劉

告
君

喪
、
約
略
寄
行
李
」
の
句
が
見
え
る
。

悩
○

華
贔

…

し
ら

が
頭

。

「華

」

は
、

「
白

い
、
ま

た

白
髪

」

の
意
。

塒
○
旅
思
…
旅
情
、
旅
先
で
の
思
い
。

『漢
語
大
詞
典
』
に
は
、
「罵
旅
的
愁
思
」
と
説
明
す
る
。

旅
に
身
を
お
く
人

（故
郷
を
遠
く
離
れ
て
よ
そ
の
土
地
に
身

を
寄
せ
る
人
）
の
、
ま
さ
に
わ
び
し
く
う
れ
え
て
の
物
思
い

の
意
で
あ
る
。

『文
選
』
謝
玄
暉
の

「之
宣
城
出
新
林
浦
向
版
橋
」
に

「旅

思
倦
揺
揺
、
孤
遊
昔
己
屡
」
の
句
が
見
え
る
。

『白
氏
文
集
』
「囎

歳
晩
旅
望
」
に

「向
晩
蒼
蒼
南
北
望
、

窮
陰
測
馴
雨
無
邊
」
の
句
が
、
又
、
「
㎜

逢
張
十
八
員
外

籍
」
に

「旅
思
正
荘
荘
、
相
逢
此
道
傍
」
の
句
が
見
え
る
。

『菅
家
文
草
』
の
「
鋪

重
陽
節
侍
レ
宴
、
同
賦
三
天
浮
識
二

賓
鴻
一、
鷹
レ
製
」
に

「賓
雁
莫
敏
人
意
動
、
向
前
旅
思
欲
何

如
」
の
句
が
見
え
る
。

○
排
雲
…
雲
を
押
し
分
け
る
。
『漢
語
大
詞
典
』
に
は
、
「排
開
雲
層
、

多
形
容
高
」
と
説
明
す
る
。

『文
選
』
郭
景
純
の

「遊
仙
詩
七
首
」
に

「呑
舟
涌
海
底
、

高
浪
駕
蓬
莱
、
神
仙
排
雲
出
、
但
貝
金
銀
壷
」
の
句
が
見
え

る
。

○
雲
雁
…
雁
、
か
り
が
ね
、
雲
雁

『藝
文
類
聚
』
の

「
雁
」
の
項
に
、
「礼
記
日
、
季
冬
之
月
、

雁
北
向
」
の

一
文
が
見
え
る
。
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ま

た
松

浦

友
久

編

の

『漢

詩

の
事

典

』

（大
修

館

書

店

）

の

「
雁

」

の
項

に
は
、

つ
ぎ

の
よ
う

な

説
明

が
あ

る

。

雁

は
大

空

に

コ

」

の
字

や

「
人
」

の
字

を
描

き

、
整

列
し

て
渡

っ
て
行
く

。

こ
れ
を
雁

行

と

い
う

。

こ

の
こ
と

か

ら
、

古
来

、
君

臣

の
秩
序

・
兄
弟

の
上

下
関
係

を

こ

の

「
雁

行
」

で
呼

び
な

ら
わ

し

て

い
る
。

ま

た
、

さ
ら

に
、

事
柄

に
順
序

を

つ
け

て
処
理

す

る
こ
と
も

「
雁
行

」
と

い

っ
た
り

も

す

る

の
で
あ

る
。

な
お

こ
う

し
た
整

列

飛
翔
を

習
性

と
す

る
雁

で
あ

る
か

ら
、

群

れ
を

離

れ

て
た
だ

一
羽

で
大
空

を

飛

ぶ

「
孤

雁
」

は

、
そ

れ
だ
け

で
孤

独
者

の
象

徴
と

な

る
。

『凌
雲
集
』
「
4
1
（4
）
重
陽
節
神
泉
苑
賜
宴
群
臣
勒
空
通

風
」
に

「樹
聴
寒
蝉
断
、
雲
征
遠
雁
通
」
の
句
が
見
え
る
。

鵬
○
寒
吟

…
さ
び
し
い
声
で
鳴
く
。
『漢
語
大
詞
典
』
に
は
、
「謂
凄
属
鳴

叫
」
と
説
明
す
る
。
『文
選
』
播
安
仁
の

「秋
興
賦
」
に

「蝉

嘩
嘩
而
寒
吟
分
、
雁
表
表
而
南
飛
」
の
用
例
が
見
え
る
。

『菅
家
文
草
』
の

「
謝

吟
二
善
淵
博
士

・
物
章
盤
師
爾
才

子
新
詩
、
戯
寄
二
長
句

一」
に

「大
春
堂
下
寒
吟
逸
、
弘
景
園

中
曉
囎
悲
」
の
句
が
見
え
る
。

○
撲

…
あ
ら
き

（荒
木
）
切
り
出
し
た
ま
ま
で
、
ま
だ
加
工
を
し
て

い
な
い
木
材
。

○
寒
蝉
…
秋
に
な
く
蝉
。

『初
学
記
』
「蝉
」
の
項
に

「礼
記
日
、
仲
夏
之
月
、
蝉
始
鳴
、

孟
秋
之
月
寒
蝉
鳴
、
徐
廣
車
服
雑
注

日
、
待
臣
加
 
蝉
者
、

取
其
清
高
飲
露
而
不
食
也
。」
の
一
文
を
載
せ
る
。
ま
た

『藝

文
類
聚
』
「蝉
」
の
項
に

「礼
記
日
、
仲
夏
之
月
、
蝉
始
鳴
、

季
夏
之
月
寒
蝉
鳴
」
の

一
文
が
見
え
る
。
陰
暦
五
月
に
蝉
始

め
て
鳴
き
始
め
、
初
秋

（陰
暦
七
月
）
に
寒
蝉
が
鳴
き
始
め

る
と
、
い
う
意
味
で
あ
る
。
「寒
蝉
」
と
は
、
「
つ
く
つ
く
ほ

う
し
や
ひ
ぐ
ら
し
」
の
こ
と
。

『文
選
』
「洞
鯖
賦
」
に

「秋
蝸
不
レ
食
抱
レ
僕
而
長
吟
分
」

（秋
鯛
食
わ
ず
撲
を
抱
き
て
長
く
吟
じ
）
の
一
文
が
見
え
る
。

秋
の
蝉
は
物
も
食
わ
ず
に
、
木
の
皮
に
取
り
す
が
っ
て
鳴
き

続
け
る
の
意
で
あ
る
。

松
浦
友
久
編
の

『漢
詩
の
事
典
』
の

「蝉
」
の
項
で
は
、
「秋

蝉
は
何
も
食
べ
ず
に
、
た
だ
梢
に
結
ん
だ
清
ら
か
な
露
を
飲

む
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
秋
風

の
中
で
、
葉
も
す
が
れ

よ
う
と
す
る
喬
木
の
梢
に
止
ま
り
、
た
だ
清
露
を
す
す

っ
て

悲
鳴
高
吟
す
る
蝉
。
そ
れ
が
人
間
の
世
界
に
投
影
さ
れ
る
と

き
、
危
う

い
ま
で
に
高
潔
な
生
き
方

の
象
徴
と
な
る
」
と
説

明
す
る
。

さ
ら
に

『漢
詩
の
事
典
』
で
は
、
『白
氏
文
集
』
「㎜

早
蝉
」

の
一
部
の
句
、
「六
月
初
七
日
。
江
頭
蝉
始
鳴
/

一
催
二
衰
髪

色

一。
再
動
二
故
園
情
一/
西
風
殊
未
レ
起
。
秋
思
先
レ
秋
生
。」
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を
引

き
、

つ
ぎ

の
よ
う

に
説

明
す

る
。

「唐

詩

に
詠

じ

ら
れ
た

蝉

の
、

よ
り

平
均

的
な

イ

メ
ー

ジ
は

嘆
老

と
郷

愁
と

い
う

二

つ
の
や

る
せ

な

い
感

情

に

よ

っ
て
代

表

さ
れ

る
も

の
で
あ

る
。
白

居
易

の
こ

の
感

慨

は
、

蝉
を

秋

の
景
物
と

見

る
意

識

の
前
提

が
あ

っ
て
、

始
め

て
成

り
立

つ

も

の

で
あ

る
。
秋

は
、

人
生

の
秋

を

予
感

さ
せ

る
。

人
は

そ

の
と

き
帰

ら
ぬ
家

郷

の
こ
と

を

、
懐

か
し

く
思

い
出

す

の

で

あ

る
。
」

㎜
○
蘭

…
①

キ
ク
科

の
多

年

草
。
茎

・
葉

・
花
す

べ
て

に
か
す

か
な

芳

香

が
あ
り

、
秋

（八
、

九
月

）

に
紫
色

の
花

が

咲
く

。

フ
ジ

バ

カ

マ
。

（
『漢
辞

海
』
）

『漢

語
大

詞
典
』

に
は

「
蘭
氣

」

と
説

明

し
、
庚

信

の

「
和

樂
儀

同
苦
熱

詩
」

の

「
美

酒
含

二
蘭

氣

一
、
甘

瓜
開

二
蜜

筒

一
」
、

お

よ
び
王

勃

の

「
九

日
懐
二
封

元
寂

一
詩

」

の

「
蘭

氣
添

二
新

酌

一
、
花
香

染

二
別
衣

一。
」

の
句

を

挙
げ

る
。

『菅

家

後
集

』

「
妬

冬

日
感

庭

前

紅

葉
、

示
秀

才

淳

茂

」

に

「
菊
枯

蘭
敗
梅

猶
獺

、
詩

興
當

追
落

葉
凝

」

の
句

が

み
え

る
。

○
敗

…
し

ぼ
む
。

し
ぼ

み
落
ち

る
。

（
『漢

辞
海

』
）

聡
○
桂

…
伝

説
上

の
樹
木

。
月

に
あ

る
と

さ
れ

る

「
月
桂
」
。
月

の
別

称

。

《
月
中

に
桂
が

あ

る
と

の
伝

説

か
ら

》

（
『
漢
辞

海
』
）

『初

学

記
』
「巻
第

一
」
「月
第
三
」
の

「予
対
」
に

「虞
喜
安
天
論

日
、
俗
傅
月
中
仙
人
桂
樹
、
今
視
其
初
生
、
見
仙
人
之
足
、

漸
己
成
形
、
桂
後
生
」
等
の
故
事
を
踏
ま
え
る
。

『漢
語
大
詞
典
』
に
は

「亦
作

"桂
花
"
、
指
月
」
と
説
明
し
、

庚
信
の

「舟
中
望
月
」
詩
の

「天
漢
看
珠
蛙
、
星
橋
視
桂

花
。
」
の
句
、
お
よ
び
韓
愈
の

「明
水
賦
」
の

「桂
華
吐
耀
、

免
影
騰
精
」
の
句
を
引
く
。

『白
氏
文
集
』
「
獺

東
城
桂
三
首
」
に

「遥
知
天
上
樹
馴
孤
、

試
問
常
賊
更
要
無
」
の
句
が
、
又

「酔
後
聴
唱
桂
華
」
に

「桂
華
詞
意
苦
丁
寧
、
唱
到
常
嫉
醇
便
醒
」
の
句
が
見
え
る
。

『菅
家
文
草
』
「謝

月
夜
翫
櫻
花
、
各
分

一
字
、
磨
令

一
首
」

に
も

「芳
氣
近
従
階
下
起
、
莫
言
天
上
桂
華
開
」
の
句
が
見

え
る
。

㎜

○
懸

馨

…
①

家

の
中

に
何

も

な

い
、

極

め

て
貧

し

い
さ

ま
。

《
何

も

な

い
家

の
中

で
屋

根

裏

の
垂

木

の

み

が

目

立

ち

、

そ

れ

が

「
へ
」

の
字
形

の
、
磐

を
か

け

て
並

べ
た

よ
う

に
見
え

る
こ

と
か

ら

い
う

。
ま

た
、

一
説

に

は
、
「
馨

」

は

つ
き

る

の
意

》

（
『漢

辞
海

』
）
。

②

つ
る

さ
れ

た
石

の
楽

器
。

馨
。

▼

「
馨

」

は
中

国

起

源

の
打
楽

器

。
「
へ
」

の
字

形

の
石

の
板

を
架

に
吊

り

、
桿

で
う

ち
鳴

ら
す

。
中

国

・
朝
鮮

で
は
雅
楽

用
。

日
本

で
は
銅

・
鉄

製

で
主

に
声
明

の
合

図

用
。
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『
漢
語

大
詞

典
』

で
は

「①

懸

桂
着

的

磐
。

②
形

容
空

元
所

有

、
極

貧
」

と

説
明

し

、

『国

語
』

「
魯

語

上
」

の

「
室
如

二

懸

馨

一
、
野
無

二
青
草

一、
何
侍

而

不
レ
恐
。

〔
注
〕
懸
磐

、
言
下

魯

府

藏

空
虚

、
但

有

二
棲

梁

一
如

中
懸

磐

上
也
」

の
用
例

、

お

よ

び

『後

漢
書

』

「
陳
亀
傳

」

の

「
室
如

二
懸

磐

一
」

の
用

例
、

お

よ
び

『宋
書

』

「
孔
琳

之
傳
」

の

「
錐

三
復

室
如

二
懸

磐

一
、

莫

レ
不

二
傾

レ
産

琿

一
レ
財
」

の
用

例

、
お
よ

び
柳

宗

元

の

「
突

呂
衡

州
詩

」

の

「
三
畝
空
留

懸
磐

室

、
九

原

猶
寄
若

堂

封
」

の
句

を
引

く
。

蜘
○
局

門

…
戸
を

閉

じ

る
。

扉
を

閉
め

る
。

『漢

語
大

詞
典
』

で
は

「
肩

鍵

・
肩

戸
」

と
説

明
す

る

。
李

白

「
贈
清

潭
明

府
姪
事

詩
」
の

「
牛

羊
散

二
肝
階

一
、
夜

寝

不
レ

肩

レ
戸

」

の
例

を
引

く
。

『菅

家
文

草
』
「
「
謝

假
中
書

懐

詩
」
」
に
も

「剛

周

人
賦

到

、

橋
破

馬
無

過
」

の
句

が
見
え

る

。

○
獺

・・①

不
精

な
さ
ま

。
な

ま
け

る
さ
ま

。

お

こ
た

ー
る
。
②

疲
れ

て
体

が
だ

る

い
さ
ま

。
も

の
う

ー
い
。

（
『漢

辞
海
』
）

國
▼
團
句

「鏡
照
嘆
花
顛
」
燭
句

「旅
思
排
雲
雁
」
鵬
句

「寒
吟
抱
撲
蝉
」

に
投
影
さ
れ
て
い
る
古
典
籍
の
考
察

道
真
が
太
宰
の
講
居
で
初
め
て
味
わ
っ
た
梅
雨

・
酷
暑
に
悩
ま
さ
れ
な

が
ら
、
ど
れ
ほ
ど
涼
気
の
漂
う
秋
の
到
来
を
心
待
ち
に
し
た
か
、
想
像
に

難
く
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
秋
は
万
物
の
凋
落
を
象
徴
す
る
時
候
で
も
あ

る
。
そ
れ
は

『楚
辞
』
を
始
め
と
し
て
古
く
か
ら
中
国
の
文
人
た
ち
が
、

多
く
詠
ん
で
き
た
こ
と
で
も
あ
る
。

筆
者
は
、
道
真
の
こ
の

=
二
六
句
の

「寒
吟
抱
撲
蝉
」
に

『文
選
』
所

収
の
播
安
仁
の

「秋
興
賦
井
序
」
中
の

「蝉
嘩
嘩
而
寒
吟
分
」
の
句
の
投

影
が
あ
る
こ
と
を
既
に
―国
凹
困
圏
の
頁
で
言
及
し
た
が
、
再
び
、
こ
の

「秋
興
賦
」
全
文
を
吟
味
し
、
道
真
の
こ
の
詩
と

の
比
較
を
し
て
み
る
と
、

道
真
が
こ
の
賦
の
主
題

・
詩
情
を
強
く
意
識
し
、
投
影
さ
せ
た
も
の
と

な

っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
播
岳
の

「秋
興
賦
」

の
内
容
の
理
解
を
背
景
に
し
て
初
め
て
、
こ
の
道
真
の
句
内
容
が
見
え
て

く
る
よ
う
な
詠
作
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

以
下
、
「秋
興
賦
」
の
原
文
を
引
用
し
、
こ
の
点
を
し
ば
ら
く
考
察
し

て
み
た
い
。

▼

秋
囲
ハ賦

一
首

並
序

播
安
仁

（『文
選
』
巻
十
二
所
載
）

晋
十
有
四
年
、
①
園
圏
鷺

園
口
国
。
以
太
尉
橡
兼

虎
責
中
郎
將
、
寓
直
干
散
騎
之
省
。
高
閣
連
雲
、
陽
景
牢
曜
、
珂
蝉
晃
而

襲
紋
綺
之
士
、
此
焉
游
庭
。
僕
野
人
也
、
催
息
不
過
茅
屋
茂
林
之
下
、
談

話
不
過
農
夫
田
父
之
客
、
撮
官
承
乏
、
狼
厨
朝
列
、
夙
興
曇
寝
、
匪
邉
底

寧
。
讐
猶
池
魚
籠
鳥
、
有
江
湖
山
藪
之
思
、
於
是
染
翰
操
紙
、
慨
然
而
賦
。

子
時
秋
也
、
故
以
秋
興
命
篇
。
其
僻
日
:

四
時
忽
其
代
序
分
、
萬
物
紛
以
廻
薄
。
覧
花
蒔
之
時
育
分
、
察
盛
衰
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之
所
託
。
感
冬
索
而
春
敷
分
、
嵯
夏
茂
而
秋
落
。
難
末
士
之
榮
悸
号
、
伊

人
情
之
美
悪
。
善
乎
宋
玉
之
言
日
:

「悲
哉
秋
之
為
氣
也
1
穂
悪
分
草
木

揺
落
而
攣
衰
。
膠
慷
分
若
在
遠
行
、
登
山
臨
水
送
將
蹄
。」
夫
送
蹄
懐
慕

徒
之
懸
分
、
遠
行
有
羅
旅
之
憤
。
臨
川
感
流
以
歎
逝
分
、
登
山
懐
遠
而
悼

近
。
彼
四
感
之
疾
心
分
、
遭

一
塗
而
難
忍
。
嵯
秋
日
之
可
哀
分
、
諒
無
愁

而
不
蓋
。
野
有
蹄
燕
、
限
有
翔
隼
。
游
氣
朝
興
、
槁
葉
夕
損
。

於
是
廼
屏
輕
筆
、
繹
繊
稀
。
籍
莞
蕩
、
御
袷
衣
。
庭
樹
械
以
瀧
落
分
、

勤
風
戻
而
吹
帷
。
③
圃
陶
圏
㎜
園
吟
囹

②
[圏
閣

。
天
晃
朗

以
彌
高
分
、
日
悠
陽
而
浸
微
。
何
微
陽
之
短
暑
、
資
涼
夜
之
方
永
。
月
瞳

朧
以
含
光
分
、
露
凄
清
以
凝
冷
。
摺
耀
藥
於
階
閾
分
、
蜷
蝉
鳴
乎
軒
屏
。

聴
離
鴻
之
農
吟
分
、
望
流
火
之
飴
景
。
宵
取
介
而
不
寡
分
、
猜
展
韓
於
華

省
。
悟
時
歳
之
逡
盤
分
、
慨
挽
首
而
自
省
。
斑
髪
影
以
承
弁
分
、
素
髪
颯

以
垂
領
。
仰
群
僑
之
逸
軌
号
、
墓
雲
漢
以
游
騎
。
登
春
壷
之
煕
煕
分
、
珊

金
 
之
燗
燗
。
荷
趣
舎
之
殊
塗
分
、
庸
誼
識
其
躁
静
。
聞
至
人
之
休
風
号
、

齊
天
地
於

一
指
。
彼
知
安
而
忘
危
分
、
故
出
生
而
入
死
。
行
投
趾
於
容
跡

分
、
殆
不
践
而
獲
底
。
閥
側
足
以
及
泉
分
、
難
猴
猿
而
不
履
。
緬
祀
骨
於

宗
躁
分
、
思
反
身
於
緑
水
。

且
敏
妊
以
蹄
來
分
、
忽
投
絨
以
高
属
。
耕
東
皐
之
沃
壌
分
、
輸
黍
稜

之
絵
税
。
泉
涌
濡
於
石
間
分
、
菊
揚
芳
於
崖
灘
。
操
秋
水
之
泪
泪
分
、
玩

游
脩
之
激
激
。
迫
遙
乎
山
川
之
阿
、
放
暖
乎
人
間
之
世
。
優
哉
游
哉
、
珈

以
卒
歳
。

ま
ず
、
語
句

・
詩
情
の
投
影
が
窺
え
る
所
と
し
て
[

]

で
囲
ん
だ
①

～
③

の
箇
所

が

、
道
真

の
句

の

一
三

四
、

=
二
五

、

一
三
六
句

に
指

摘

で

き

る

の
で
は

な

い
か
と

思
う

。

一
方

、

こ

の

「
秋
興

賦
」

の
内

容
全

般

に
踏

み
込

ん

で
み

る
と

、
秋
と

い
う

万
物

の
凋
落

す

る
候

に
触
発

さ

れ

て
、
播

岳

の
心
境

の
吐

露

が
あ

る
。

又

、
そ

こ

に
は
、

播
岳

の
年

齢

か
ら

く

る
老

い
と

、

い
ま

ま

で

の
人

生

の

回
顧

が

語
ら

れ

て

い
る
。
宋

玉

の

『楚

辞
』

の

一
文

を
引

き

つ
つ
、

人
生

の
栄

枯
盛

衰

の
理

を

こ

の
時

候

に
遭

遇
し

て
改

め

て
実
感

で
き

る

こ
と
を

詠
う

。

そ
し

て
、
自

分

の
回
り

の
人

間
た
ち

の
、
飛

び
鳥

を
落

と
す

よ
う

な
勢

い
で
、
今

の
自

分

の
繁

栄
を

享
受

し

て

い
る

こ
と

へ
の
懐

疑

の
念
と

、

我
が
身

の
今
後

の
処

世

を
自

省

し
た
上

で
、
官

職
を

捨

て
、
自

分

の
故

郷

に
戻

り
、

自
然

と
と

も

に
、

悠

々
自
適

の
生

活

こ

そ
、
自

分

の
希

求

す

る

も

の
だ

と

締

め

る
句

内

容

で
あ

る
。

こ

の
賦

を
道

真

は
ど

の
よ

う
な

心
情

で
想
起

し

た

の

で
あ

ろ
う

か

。

正

し
く

、
人

の
栄

枯
盛

衰

を
道

真
自
身

が
、

目

の
あ
た
り

に
し

て

い
る

だ

け

に
、
今

ま

で
道

真
自

身

が

こ

の
賦

を
踏

ま
え

て
句

作
り

を

し

て
き

た

も

の
と

全

く
異

な

る
切
実

感

、
緊

迫
感

が

そ
こ

に
あ

っ
た

は
ず

で
あ

る
。

播

岳

が
自

分
自

身
を

「
野
人

」
で
あ

る
、
友

は

「
農
夫

」

で
あ

り

「
田
夫
」

で
あ

る
と

し
、

そ

こ
に
今

の
官

吏

の
職

を
投

げ
捨

て
て
戻

る

こ
と

こ
そ
、

自

分

の
願
う

も

の
が

あ

る
と
詠

っ
て

い
る

こ
と
を

、
道

真

が
我

が
身

に
照

ら
し

た

時
、

「
儒

家
」

と

し

て

の
自

覚

・
衿

持

が
、

改

め

て
頭

を
も

た
げ

た

の
で
は

な

い
か
。

そ

れ
が
、

一
五

一
句

以

降

の
京

へ
の
望

郷

の
念

と
、

自

分

の

「
儒
家

」
と

し

て

の
過
去

の
栄

枯
盛

衰

の
叙

述

に

つ
な

が

っ
て

い

く

も

の
と

解
釈

し
た

い
。
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團
國

嗣

②

▼
鵬
句

「九
見
桂
華
圓
」
の
解
釈
に
つ
い
て

こ

の

一
句

の
解
釈

に

つ
い
て
は
、

川

口
久

雄
氏

「
都

を
あ

と

に
配

所

に

赴

い
て
か
ら
、

九

回
月
が

満
ち

る

の
を
見
た

。
九

ヶ
月

経

過
し

た

こ
と
を

い
う

」
（岩

波
古

典
大

系
本

頭

注

四
九

六
頁

）
を
始

め
と

し

て
先

学

は
、

陰
暦

十
月

以
降

の
こ
と
を

指
す

と
し

「

こ
の

「
叙

意

一
百
韻

」

の
詠

作
年

月
を

、

こ

の

一
句

よ

り
推

測

で
き

る
と
す

る
が
、

筆
者

は

こ

の

一
句

を

、

「
今

年

に
入

っ
て
九

回
目

の
満

月
を

迎
え
た

」
と

解
釈

し

こ

こ
は

「
陰
暦

九
月

を
迎

え
た

」
と

の
意

で
あ

る
と
考

え

る
。

そ

の
根

拠

は
、

こ

の

「
叙

意

一
百
韻

」
が

、
配

流
か

ら
、

こ

の
詩

を
詠

作
す

る
ま

で

の
心

境
を

ほ

ぼ

時
系

列

に
そ

の
時

々

の
事
象

を

お
り

こ
み
な

が
ら
整

理

し
た

句
作

り

が
な

さ
れ

て
い
る
事
実

に
あ

る

。

こ
の
鵬
句

ま

で
の
前

の
句

を
見

る
と

、

酷
暑

か
ら

涼
気

を
感

じ

る
時

候

に
移
り

つ

つ
あ

る
こ
と
を

「蓮

の
花

」

や
、
夜

空

に
浮
か

ぶ

「
月
」

で
感

じ
、

さ
ら

に

「
寒

蝉
」

や

「
蘭

の
花

」

に
み

て

い
る
。

そ
れ
は

「
陰

暦
九

月
」

の
事
象

と
合

致
す

る
。

一
方
、

そ

れ
が
陰

暦
十

月
以

降
と

な

る
と

、

「晩

秋

」

「初

冬

」

の
事
象

に

及
ん

で
し

か
り

で
あ

る
が
、

そ

の
証
と
な

る
詩

情

が
見

あ
た

ら

な

い
。

更

に
こ

の

「
叙
意

一
百

韻
」

の
詩

の
直
後

に

「
鰯

秋
夜

九
月

十

五

日

」
を

置

い
て
い
る

こ
と
か

ら
も

ほ
ぼ

『
菅
家

後
集

』

の
詩

作
品

も
時

系
列

に
配

置
し

て

い
る

こ
と

か

ら
鑑

み
る

に
、

こ

の
詩

が
十

月

以
降

の
作

と
し

た
場

合
、

あ
え

て
、

こ
れ
を

破
り

、
「
鰯

秋

夜

九

月
十

五

日

」

の
前

に
置

く
事
由

が

、
見
当

た

ら
な

い
の
が

、
筆
者

の
考

え

で
あ

る
。

こ

こ
は

、
「
陰

暦
九

月
」
に
詠

ま
れ

た

こ
と
を

意
味

し

て

い
る
と

み
な
し

た

い
。

四

捌

叙

意

一
百
韻

（
15
段

）
～

斑
句

か

ら
励
句

～

関
閣
閤

国
閣
囹

ド

田

破
洋
重
有
繋

●
●
●
●
●

ド

即

瘡
雀
更
加
攣

○
●
●
○
◎

協

強
望
垣
矯
外

○
●
○
○
●

聖

楡
行
戸
騙
前

○
○
●
●
◎

燭

山
看
遥
標
緑

○
○
○
●
●

鵬

水
憶
遠
溝
渓

●
●
○
○
○

柳

俄
頃
厩
身
健

○
●
○
○
●

ホ

協

等
園
残
命
延

●
○
○
●
◎

囎

形
馳
魂
侃
侃

○
○
○
●
●

ド

㎜

目
想
涕
漣
漣

●
●
●
○
◎

*
脚
韻

は
下
平
声

「先

」
韻

、
韻
字
は

「援

、
延
、
漣

、
年

」
で
あ
る
。

囲
○
繁

…
熱

（静
嘉
）

▼
頭
注

「繁
作
熱
」
（大
島
）

…
蟄
…
（彰
考
）
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○
雀

…
尖

（彰
考
）

尖
雀
イ

（尊

こ

○
閑

…
間

（大
島
）
（刊
本
）
全
本

▼
頭
注

「間
作
閑
」
（大
島
）

○
漣
漣
…
連
連

（大
島
）
（刊
本
）
以
外
の
写
本
全
本

▼

「漣
漣
作
連
連
」
（大
島
）

團
瑚

破
祥

重
ね
て
繁
有
り

毘

瘡
雀

更
に
攣
を
加
ふ

螂

強

い
て
望
む

垣
將
の
外

魍

楡
か
に
行
く

戸
鵬
の
前

鵬

山
に
は
遥
か
に
し
て
漂
緑
な
る
を
看
る

せ
ん
く
わ
ん

燭

水
は
遠
く
し
て
溝
渓
た
る
を
憶
ふ

柳

俄
頃
臓
身
健
や
か
に

酩

等
閑
残
命
延
ぶ

即

形
馳
せ
て
魂
侃
々
た
り

励

目
想

い
て
涕
漣
々
た
り

国
姐

我
が
身
は
、
片
足
が
悪
い
う
え
に
つ
な
が
れ
て
自
由
の
な
い
雌
羊
の

よ
う

で

幽

さ
ら
に
、
か
さ
が
で
き
た
う
え
に
体
の
自
由
が
利
か
ず
、
飛
べ
な
い

雀
の
よ
う
で
も
あ
る

協

（そ
ん
な
不
自
由
な
体
な
が
ら
）
無
理
や
り
に
か
き
ね
の
外
を
望
み

幽

人
目
を
忍
ん
で
戸
口
や
窓
の
前
を
う
ろ
つ
い
て
い
る
。

燭

（九
月
と
な
り
）
目
を
や
れ
ば
、
（空
気
が
澄
み
）
遥
か
彼
方
の
山
々

が
は
な
だ
色
に
輝
き
、
（く
っ
き
り
と
）
見
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。

鵬

（秋
が
深
ま
り
静
寂
さ
が
訪
れ
）小
川
は
は
る
か
遠
く
ま
で
さ
ら
さ
ら

と
流
れ
て
い
る
音
を
聞
き
、
（静
か
に
）
そ
の
様
を
思
い
や
る
。

柳

（こ
う
し
た
情
景
を
目
に
す
る
と
）
痩
せ
て
虚
弱
な
身
体
も
、
に
わ

か
に
健
や
か
に
な
る
よ
う
な
気
持
ち
が
す
る
し

幽

（こ
う
し
た
情
景
に
）
身
を
任
せ
て
い
る
と

（病
の
こ
と
も
忘
れ
）

命
も
伸
び
る
心
地
が
す
る

囎

（そ
の
一
方
で
こ
う
し
た
好
時
候
に
巡
り
合
う
と
）
荘
然
自
失
し
、

心

（魂
）
が
京
都
に
馳
せ
て
行

っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

㎜

ま
ぶ
た
を
閉
じ
る
と

（改
め
て
京
の
事
が
想
起
さ
れ
）、
目
か
ら
涙

が
止
め
ど
も
な
く
流
れ
て
出
る
。

国
姐
○
破

-
一
方

の
足

が
不
自

由

な

こ
と
。

あ

し
な

え

（
『漢

辞
海
』
）
。

○

洋

…
雌

の
ヒ

ツ
ジ
。

め

ひ

つ
じ
。

（
『漢
辞

海
』
）

『詩
経

』

「
小

雅
、
茗

之

華
」

に

「
膵
羊

墳
首

、

三
星
在

署
」

の
句

が
見

え

、

『
詩

経
』

「
集

伝
」

「
毛

伝

」

に

「
膵
羊

獄
牝

羊

な
り

」

と
説

明
す

る
。

『漢

語

大

詞

典
』

で
は

「
亦

作

"
破

荷
"
。
破

足
的

母

羊
」
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と
説

明
し

、

『韓
非

子
』

「
五
藪
」

の

「
故
十

傍
之

城
、
棲

季

不
能

膝

者

、
哨
也

、
千

籾
之

山

、
肢

祥
易

レ
牧

者
、
夷

也

。

故

明

主
哨

二
其

法

一
、

而
嚴

二
其

制

一
也
」

の
用
例

、

お
よ

び

『塩

鉄
論
』

「殿

學
」

の

「
況
破

膵
燕

雀
之

厩
乎

」

の
用
例

、

お

よ
び

『後
漢

書
』
「
孔

融
傳
」

の

「
是
使

下
破
洋
欲

レ
規

二
高

岸

一
、
天
険

可
中
得

而

登
上
也

。

〔注

〕
爾

雅

日
、
羊
牝

日

レ
膵
」

の
用

例
、
お
よ
び

『史

記
』
「李

斯
列

傳
」
の
「泰

山

之
高

百
傍

、

而
破

荷
牧

二
其

上

一
」
の
例
を
引

く

。

▼
こ

こ

で
は

、
道
真

自
身

の
こ
と
を

「足

の
不
自
由

な
膵

」

に

喩
え

て

い
る
語
だ

が

、

こ
の
語

は
既

に
、

「
請
罷
蔵

人

頭
状

」

（
『本

朝

文

粋
』

に
も

所

載
あ

り

）

で
使

わ

れ

て

い
る
。

こ

の
書

状

は
、

『公

卿
補

任
』

に
よ

れ

ば
、

寛
平

三
年

二

月
九

日

に
式

部
少

輔

に
任

ぜ
ら
れ

、
続

い
て

二
月

二
十

九

日
に
蔵

人
頭

に
任

ぜ
ら

れ
た
時

に
、

こ

の
任
を

辞
す

こ
と

を
請

う

一

文
を

指

す
。

そ

の
中

に
、
「
勿

傳

破

膵
妄

鰯

仙

欄
。

腐

鼠
初

汗
禁
省

而

已
。
」

（肢

膵
を
し

て
妄

に
仙

欄

に
鰯

れ
、
腐

鼠
を

し

て
初
め

て
禁

省
を

汗
さ

し
む

る
な

か
れ

。
）

自

分
自

身

を

「
破

洋
」

「
腐
鼠

」

の
よ
う

な

、
役

に
立

た

ぬ

庸

臣
と
述

べ
る

一
文

で
あ

る
。

こ

の

「
破

洋
」

は
先

に
述

べ

た

『史
記
』

の

「
李

斯
列
傅

」
を

典
故

と

す

る
語

で
あ

り

、

「
腐

鼠
」

は

、
「
一
羽

の
ふ
く

ろ
う

が
、

腐

っ
た

鼠

を
手

に

入

れ
た
と

こ

ろ
大

鳥

の
鵡
鶏

が
通

り

か
か
り

、
自

分

の
手

に

し
た
獲

物

が
取

ら
れ

る

の
を
恐

れ

て
鵬

鵜
を

威
嚇

し
た

」
と

い
う

『荘
子
』
の

「秋
水
」
の

一
文
を
典
故
と
す
る
語
で
あ

る
。
道
真
は
こ
の
語
を
、
本
詩

「叙
意

一
百
韻
」
の
九
十
句

で

「飢
類
嚇
雛
鳶
」
（飢
ゑ
て
は
鵬
を
嚇
す
鳶
に
類
へ
り
）

と
句
作
り
し
て
い
る
こ
と
は
前
稿
で
詳
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ

、

る
。
（「菅
原
道
真
研
究
1

『菅
家
後
集
』
全
注
釈

（十
八
）

1

有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要

第
四
十
五
号

四
～

五
頁
」
）

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ
こ
で
の

「肢
洋
」
の
語

は
、
道
真
に
と

っ
て
既
に
使
い
慣
れ
て
い
た
語
と
断
じ
て
よ

い
と
思
う
。

幽
○

瘡

…

で
き
も

の
。
か

さ
。

（
『漢

辞

海
』
）

○

雀

…

『漢
詩

の
事

典
』

の

「
雀

（
黄
雀

）
」

の
項

で
は

「
雀

は
、

最
も

身
近

な
鳥

で
あ

る
。
だ

か

ら
雀

の
描

写

が
、

他

の
鳥

に
も
ま

し

て
具

体
的

か
と

言
え

ば

、
必

ず

し
も

そ
う

で
は

な

い
。

そ

こ
に
描

か
れ

る
姿

は

、
写

実
的

と

い
う

よ
り

も
多

分

に
類
型

的

、
観

念
的

な

の
で
あ

る
。

そ

の
イ

メ
ー

ジ

は
、

何

よ
り
も

卑

小

さ
に
あ

る
。
①

大
志

を

持
た

な

い
小

人
、

あ

る

い
は
②
権

力

者

に
虐
げ

ら

れ

る
細

民

の
讐
喩

で
あ

る
。

ま
た

ま

れ

に
、
③

農
作

物

を
食

い
荒

ら
す

害

虫
と

し

て
、
貧

欲
な
官

吏

の
讐

喩

に
な

る

こ
と

も
あ

る
」

と
説

明
す

る

。

○

攣

…
手

や
足
が

曲

が

っ
た
ま

ま
伸

ば

せ
な

い
。

か

が
ま

る
。
ひ

き
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つ

る
。

つ

ー
る

。

（
『漢

辞

海

』
）

鵬
○
垣

糖

…
か
き
ね

。

か
こ

い
。

（
『漢

辞
海
』
）

『漢
語

大
詞

典
』

で
は

「
垣
旛

」
と

説

明
し

、

『禮

記
』

「
月

令

」
の

「
圷
二
垣
培

一
、
補

二
城

郭

一
」
の
用

例
、
お

よ
び

『戦

国
策
』

「燕

策
」
の

「
國
之
有

二
封
彊

一
、
猶
三
家

之
有

二
垣
培

一」

の
用

例
、

お
よ

び

『
荘
子
』

「
庚

桑
楚

」

の

「
將
下
妄

馨

二
垣

壕

一、
而
殖
中
蓬

萬
上
也
」
の
用

例
、
お
よ

び
韓

愈

の

「
守

戒
」

の
「
宅

二
干
都

一
者
、
知

二
穿

寵
之

為
盗

一
、
即
必

峻

二
其

垣
胎

一
、

而

内

固
二
局

錨

一
以
防

レ
之
」

の
用

例
を

引

く
。

『文
選
』

曹

子
建

の

「送

鷹
氏
詩

」

に

「
宮
室

鑑
焼

焚

、
剣
「

矯

皆
頓

瀞
」

の
句

が
見
え

る
。

團
○

戸
鵬

…

戸

口
と

窓
。

「
,
」

は

「
壁

に

開
け
た

窓
」
。

『漢

語
大

詩

詞

典
』

で
は

「
門

窓

」
と

説

明

し

、

『老

子
』

「
十

一
」

の

「
墾

二
戸

隔

一
以

為

レ
室
」

の
用

例
、

お

よ

び

『准
南

子
』

「
精
神

訓
」

の

「
夫

孔
簸

者

、
精
神

之

戸
煽
也

」

の
用
例

、
お

よ
び

『後
漢
書

』

「
王
充

傳

」

の

「
戸
隔

胎
壁

、

各

著

二
戸
刀
筆

一
、
著

二
論

衡

八
十

五

篇
、

二
十

鈴

萬

言

一
」

の
用
例

、

お
よ
び

『准
南

子
』

「
汎
論

訓

」

の

「
夫

戸
騙
者

、

風
氣
之

所
從

往
来

」

の
例

を
引

く
。

▼

「
不
出

戸
礪

」

…
家
か

ら

一
歩
も

出

な

い
。

『孔
子

家
語
』

「
王

言
解
」

の

「
其

不

レ
出

二
戸
隔

一
、
而
化

二

天
下

一
」
の
用

例
、
お
よ
び

『
呉
志
』

「趙

達
傳

」
の

「
不
出

二

戸
胴

一
、
以
知

二
天
道

一
」

の
例

が
あ

る
。

『
菅
家

文

草

』

「
75

秋

日

山

行

二
十

韻

」

に
も

「
戸
鵬

棊

千

峙

、
江

湖

帯

一
條

」

の
句

が

、
ま

た

『
菅
家

後

集

』

「
卿

詠

樂
天

北
窓

三
友

詩

」

に
も

「
開
方

錐
窄

南
北

定

、
結
宇

錐

疎

戸
鵬

宜
」

の
句

が

見
え

る
。

鵬
○

山

…

こ
こ

で
は
太

宰
府

調

居
よ

り
眺

め
ら

れ

る
山

々

の
事

。
北

に

位

置
す

る

「
四
王
寺

山
脈

」
、

東

に
位
置

す

る

「
高

雄
山

」
、

南

に
位

置
す

る

「
天
拝

山

」
を

指
す

と
思

わ
れ

る
。

○

繧

緑

…
薄
青

色

、
は

な
だ

色

。

『随

書
』

「
礼

儀
志

七
」

に

「
天
子
以

二
墜

綬

六
采

、
玄
黄

赤

白
繧

緑

一
」

の
例

が
見

え

る
。

蜘
○
渥
濃
…
水
の
さ
ら
さ
ら
と
流
れ
る
様
又
そ
の
音

『楚
辞
』
「九
歌
、
湘
夫
人
」
に

「
荒
忽
分
遠
望
、
観
二
流
水

分
濃
渓
一」
の
句
が
見
え
る
。
ま
た

『懐
風
藻
』
「大
津
首
、

和
下
藤
原
太
政
遊
二
吉
野
川
一之
作
上
詩
」
に

「溝
浅
浸
レ
石
波
、

雑
沓
磨
レ
琴
鱗
」
の
句
が
見
え
る
。

『菅
家
文
草
』
「
輌

和
下
紀
庭
士
題
二
新
泉

一之
二
絶
上
次
レ

韻
」
に

「瑠
璃
地
上
水
溝
援
、
遮
莫
銀
河
在
碧
天
」
の
句
が
、

ま
た

「僻

北
堂
文
選
寛
宴
、
各
詠
レ
史
、
句
、
得
三
乗
レ
月

弄
二
溝
浅
一」
に

「
五
言
何
秀
句
、
乗
レ
月
弄
二
溝
援

一」
の
句
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乎

道
徳
之

門
為

哉
、

成
玄
英

疏

、
連

連
猶

接

続
也

」

の
例
、

お
よ
び

陳
琳

の

「
竹

馬
長

城
窟

行
」

の

「
長

城
何

連
連

、
連

連

三
千

里
」

の
例
を

引
く

。

ま

た

「
②

猶
連

連

」
と

説

明

し
、

『全

唐

詩
』

巻

八

六

三
載

「
酔
吟

」

の

コ

旦

形
廟

又
髪

白

、
蕾
遊

空

使
涙

連
連

」

の

例

を
引

く
。

○

漣

々
…
と

め
ど

な

く
涙

が

流
れ

る

さ
ま

。

（大

島

文

庫

及
び

刊

本
全

本

）『詩
経
』

「
衛
風

、
眠
」
に

「
不

レ
見

二
復

關

一
、
泣

涕

二
漣

々

一
。

[繹
文

]
漣
、
音
連

、
泣
貌
」

の
句

が
、
ま

た

『漢

書
』
「
章

賢

傳
」

に

「
漣
漣
孔

懐
」

の
文

が

、
ま

た
劉
向

の

『九

嘆
』

に

「
思

二
念

郵
路

一
分

還
顧
蜷

蜷
、

涕

涙
交
集

分

泣

下
漣
漣

。

[注
]

漣
漣

、
流
貌

也
」

の
例

が
見

え

る
。

▼
こ
こ

で
は
、
句

意

よ
り
刊

本
等

に
載

せ

る

「
漣

々
」
を

採

っ

た
。

團
今
回
注
釈
の
対
象
と
し
た
百
二
十

一
句
か
ら
百
五
十
句
の
内
容
を
概
説

し
て
み
る
。
前
で
言
及
し
た

（注
1
）
よ
う
に
こ
の
二
〇
〇
句
全
篇
は
、

道
真
自
身

の
京
か
ら
突
如
太
宰
の
地
へ
の
左
遷
が
決
行
さ
れ
た
二
月
か
ら
、

こ
の
詩
の
制
作
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
秋
の
九
月
ま
で
、
季
節
で
言
う
と
、

春

・
夏

・
秋
の
道
真
自
身
が
目
に
し
た
実
景
を
通
し
、
そ
れ
を
基
軸
と
し

て
、
時
折
々
の
心
象
風
景
を
、
糸
を
つ
む
ぐ
よ
う
に
織
り
込
ん
で
い
く
句

作
り
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
こ
に
は
中
国
の
古
典
籍
の
事

蹟
を
効
果
的
に
織
り
込
み
な
が
ら
詩
空
間
を
拡
げ

つ
つ
緻
密
な
構
想
の
も

と
で
句
作
り
が
な
さ
れ
て
お
り
、
決
し
て
感
情

の
お
も
む
く
ま
ま
激
情
を

紙
に
書
き
な
ぐ

っ
た
よ
う
な
類
の
作
品
で
は
な

い
。

今
回
取
り
挙
げ
た
百
二
十

一
句
か
ら
百
五
十
句
は
、
十
句
毎
を

一
段
と

す
れ
ば
、
「十
三
段
」
目
に
あ
た
る
。
こ
の
十
句

で
は
、
「盛
夏
か
ら
初
秋
」

の
時
候
を
基
軸
に
、
「大
宰
府
講
居
の
今
の
心
象
風
景
」
を
詠
う
。
具
体

的
に
は
仏
教
の
世
界
を
希
求
す
る
こ
と
に
よ
り
己

の
煩
悩
を
排
除
し
よ
う

と
試
み
る
。
そ
こ
に
は
太
宰
の
地
の
夜
空
に
浮
か
ぶ
月
と
蓮
の
花
の
開
花

の
情
景
に
触
発
さ
れ
て
の
そ
れ
で
あ
る
と
思
う
。

続
い
て
百
三
十

一
句
か
ら
百
四
十
句
の

「十
四
段
」
で
は

「酷
暑
が
去

り
、
仲
秋
を
迎
え
た
時
候
の
心
象
風
景
」
を
詠
う
。
百
三
十
入
句
で

「九

見
桂
華
圓

（九
た
び
桂
華
の
圓
か
な
る
を
見
る
）」
と
詠
む
よ
う
に
、
陰

暦
九
月
、
仲
秋
の
名
月
を
鑑
賞
す
る
時
候
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
本
格
的
秋
の
気
配
、
秋
の
事
物
に
触
れ
る
に
つ
け
、
今
の
自
分
自
身
の

置
か
れ
て
い
る
事
態
の
悲
惨
さ
、
そ
し
て
そ
の
事
態
の
打
破
に
は
、
京
に

戻
る
し
か
な
い
の
に
、
そ
れ
が
ま
ま
な
ら
ぬ
心
情
、
望
郷
の
念
に
、
宋
玉

の

『楚
辞
』
九
弁
、
お
よ
び
播
安
仁
の

'『秋
興
賦
』
の
詩
情
を
投
影
さ
せ
、

そ
れ
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
置
き
な
が
ら
切
な
く
詠
う
。

そ
し
て
百
四
十

一
句
か
ら
百
五
十
句
の

「十
五
段
」
で
は
、
秋
の
風
物

に
触
発
さ
れ
て
の

「心
象
風
景
」
を
詠
う
。
こ
こ
に
は
、
わ
が
身
を
百
四

十

一
・
百
四
十
二
句
で

「破
詳
重
有
繁

（破
祥

重
ね
て
蟄
有
り
）
瘡
雀
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更
加
攣

（瘡
雀

更
に
攣
を
加
ふ
）」
と
詠
む
よ
う
に
今
の
太
宰
の
我
が

身
の
姿
を

「破
洋
」
「瘡
雀
」
と
自
虐
的
に
形
容
す
る
。
そ
こ
に
は
老
齢

に
加
え
心
身
と
も
に
苛
酷
さ
を
増
す
太
宰
の
調
居
生
活
か
ら
来
る
我
が
身

の
衰
え
と
共
に
、
か
つ
て
要
職
を
拝
し
た
と
き
に
、
辞
退
し
た
い
旨
の
文

書
を
作
成
し
た
中
で
使

っ
た
、
我
が
身
を
卑
下
す
る
文
言
が
、
今
、
こ
の

太
宰
の
地
で
現
実
の
も
の
と
な

っ
て
い
る
こ
と

へ
の
や
り
き
れ
な
さ
が

切
々
と
句
裏
よ
り
詠
み
手
に
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
し
て
昨
秋
は
京
の
地
で

こ
の
秋
の
風
物
を
味
わ

っ
て
い
た
我
が
身
を
想
起
す
る
に
、

一
層
の
望
郷

の
念
と
現
状
へ
の
悲
惨
さ
が
拡
張
さ
れ
て
し
ま
う
心
情
を
詠
ん
で
い
る
の

で
あ
る
。

【注
】

（
1
）
拙
稿

「菅
原
道
真
研
究
1

『菅
家
後
集
』
全
注
釈

（十
八
）」
「有
明
工
業
高
等
専

門
学
校
紀
要
」
第
十
五
号

（2
）
拙
稿

「菅
原
道
真
研
究
i

『菅
家
後
集
』
全
注
釈

（
一
）
1
」

（「国
語
国
文
学
研
究
」
第
三
十
六
号
）
熊
本
大
学
国
語
国
文
学
会

〈追
記
〉

（
一
）

こ
の
稿

を
草
す

る
に
あ
た
り

、
木
下
文
理
氏
よ
り
多

大

の
ご
助
力

を

い
た
だ

い
た
。

と
り
わ
け
、

語
釈
、

『白

氏
文
集
』

の
詩
語

の
検
索
な
ど

に
お
力
添
え
頂

い
た
事

に
深
謝

申
し
上
げ

る
。

又
、
台
湾
元
智
工
学
院

の
中

国
古

典
詩
詞
曲
文

研
究

の
た
め

の
サ
イ
ト
で
あ
る

「
網
路

展
書
護

（bd
HO
㎝
）
」
（げ
ヨ
U=＼
＼
αψ
巴
巨
写
冒

F
巴
葺

≦
＼）

の

『全
唐
詩
』

の
項

、
及
び
北

京
大
学
中
文
系
の
唐
代
以
前
の
詩
歌
の
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
「全
唐
詩
全
文
検
索

系

統

（¢
↓
悶
ー
Q。
）
」

（
年
8

=＼
＼
〇
三
口
e
の
ρ
艮

F
8

＼
o
ひq
ぎ

ぎ
＼
叶
彗

oQ
ま

「
塁

・e
×
e
）

を

詩

語

検

索

の
為

に
大

い
に
利
用
し
た

。

〈追
記
〉

（二
）

平
成
十
八
年
四
月
よ
り
、
「大
牟
田
市
民
大
学
講
座
」
～
市
民
大
学
ゼ
ミ
、
道
真
梅
の

会
～
の
会
員
、
須
藤
修

一
氏

・
諸
田
素
子
氏
、
田
中
陽
子
氏
、
野
田
了
介
氏
、
井
原
和
世

氏
、
荒
川
美
枝
子
氏
の
六
名
と
定
期
的
に

「
叙
意

一
百
韻
」
の
講
読
会
を
催
し
て
来
た
。

そ
し
て
、
こ
の
会
で
討
議

・
検
討
し
た
も
の
を
基
に
昨
秋
、
『「叙
意

一
百
韻
」
全
注
釈
』

（焼
山
廣
志
監
修

道
真
梅
の
会
編
）
を
発
刊
し
た
。
本
稿
は
そ
の
内
容
に
再
考
察
を
試

み
若
干
、
加
筆
し
稿
を
し
た
た
め
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
百
二
十
句
か
ら
百
二
十
八
句
は
須
藤
修

一
氏
の
、
ま
た
百
二
十
九
句
か
ら

百
三
十
六
句
ま
で
は
荒
川
美
枝
子
氏
、
ま
た
百
三
十
七
句
か
ら
百
四
十
四
句
は
野
田
了

介
氏
の
、
ま
た
百
四
十
五
句
か
ら
百
五
十
句
は
田
中
陽
子
氏
の
調
査
、
発
表
原
稿
が
基

と
な

っ
て
い
る
。
深
謝
申
し
上
げ
る
。

（や
き
や
ま

ひ
ろ
し
/

大
学
院
文
学
研
究
科
第
七
回
修
了
/
有
明
高
専
）
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